
 

【令和８年 4 月 1 日】 

長野市教育委員会事務局 学校教育課  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱしなのきプラ ン （ 令和６ 年度～令和８ 年度）  
 

～全ての子どもたちの「 自学自習の資質能力」 の伸張～ 
＜ R７➢R８ ステップアップ版 ＞ 

「第三次長野市教育振興基本計画（R4～R８）」に基づく「しなのきプランⅡ」の令和７年度（二年次）

の取組状況と、令和８年度（三年次／最終年度）の方向を「ステップアップ版」として具体化しました。 

 

長野市教育の基本理念 

「明日を拓く深く豊かな人間性の実現」 
 
長野市は市民の皆様とともに 

広い視野から 思いやりの心を育み 
  自律心や豊かな情操 想像力を養い 
  自然と文化あふれる郷土に 誇りを抱き 
  明日を拓くための 
   深く豊かな人間性の実現を目指します 

■長野市教育の基本理念のもとに策定された「第三次
長野市教育振興基本計画」の学校分野における実施
計画として推進します。 

 
■予測困難な明日を担う子どもたちに育む「明日を切

り拓く力」としての「 自学自習の資質能力」 の伸
張を中核に据え、学校・家庭・地域社会との協働と
分担により、全ての子どもたちの「自学自習の資質
能力」の伸張を支援するための取組を推進します。 

「 自学自習の資質能力」 について  

【自学自習の資質能力】とは、 
「自ら問いをもち、自ら学びを進め、共に育っていくための資質・能力」 

※しなのきプランⅡで再定義 
 

長野市の学校教育について、 
Instagram で情報発信中！ 
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【自学自習の資質能力】の観点と行動 

Ⅱ「 しなのきプラン 」 全体イメージ 

   自ら学び 共に育つ ～ウェルビーイングの実現～ 
目指す 

子どもの姿 

子どもたちの【 自学自習の資質能力】 の伸張を支援 

※【自学自習の資質能力】とは、「自ら問いをもち、自ら学びを進め、共に育っていくための資質・能力」 
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具体目標 

子どもたちが主体的に取り組む探究的な学びを推進します。 

子どもたちの非認知能力を育むための取組を支援します。 

民間企業・地域・学校種間の連携・協働を推進します。 
 

 

 

 

 

①評価指標  全国学力・ 学習状況調査 各教科の全国比  

校種／教科 現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 

小学校 
国語 99.7 100.4☆ 100.3☆ 

全国比 100 以上 

算数 99.2 99.4 98.3 
理科 101.1（令和４年度）  101.6☆ 

中学校 

国語 99.9 99.8 101.3☆ 
数学 98.0 97.1 97.3 
理科 103.4（令和４年度）  102.0☆ 
英語 94.3   

 

②評価指標  

「 自学自習の資質能力」 に関する質問５項目（ 平均）  
（1）自分には、よいところがあると思う。 
（2）将来の夢や希望をもっている。 
（3）分からないことや詳しく知りたいことがあった時に自分で学び方を考え、工夫することができている。 
（4）地域や社会をよくするために何をすべきか考えている。 
（5）学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができている。 

（ 全国学力・ 学習状況調査の児童生徒質問の肯定的な回答の割合）  

現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 
小学校 103.0 101.1☆ 99.2 

全国比 100 以上 
中学校 97.6 99.8 97.7 

 

③評価指標  
授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う 。  

（ 全国学力・ 学習状況調査の児童生徒質問の肯定的な回答の割合）  
現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 

小学校 101.9 101.2☆ 98.6 
全国比 100 以上 

中学校 98.4 99.0 99.2 
 

④評価指標  

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたこと を
発表するなどの学習活動に取り組んでいる。  

（ 全国学力・ 学習状況調査の児童生徒質問の肯定的な回答の割合）  
現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 

小学校  94.1 92.5 
全国比 100 以上 

中学校  99.2 99.2 

７R ➢ ８ ス テ ッ プ ア ッ プR   
令和４年度における重点取組の状況と令和５年度の取組について 

 
未来プ ロ ジェ ク ト  

【未来プロジェクト】 
じりつ きずな 

みらい 評価指標と目標 

※R6 全国学力・学習状況調査の質問調査の質問項目の変更により、評価指標を見直した項目があります。 

R６年度末変更 

R６年度末変更 
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※「☆」…評価指標の目標（令和８年度）に対して、現状の数値が上回っていることを表しています。 



 

 

⑤評価指標  の レベル（ 英検３級程度） の中学３年生の割合CEFR A1  
（ 英語教育実施状況調査、 ※ ）GTEC  

現状 
（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標 

（令和８年度） 
49.5％ 

(GTEC:50.2%) 
50.1％ 

（GTEC:53.1％） 
R8 年５月公表 

（GTEC:55.3％） 
60％以上 

（GTEC:60％以上） 
 
 

⑥評価指標  

全国体力・ 運動能力、運動習慣等調査の体力合計点の全国比 
（ 全国体力・ 運動能力、運動習慣等調査）  

現状 
（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標 

（令和８年度） 
小５男子 101.8 100.4☆ 100.8☆ 

全国比 100 以上 
小５女子 99.2 98.8 97.4 
中２男子 103.0 101.8☆ 102.4☆ 
中２女子 101.4 100.4☆ 99.8 

 

⑦評価指標  

授業以外の１週間の運動時間が 分以上の児童生徒の全国比60  
（ 全国体力・ 運動能力、運動習慣等調査の児童生徒質問）  

現状 
（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標 

（令和８年度） 
小５男子 101.3 99.6 102.0☆ 

全国比 100 以上 
小５女子 97.0 98.8 97.8 
中２男子 97.1 95.6 97.0 

中２女子 93.2 95.0 91.8 
 

⑧評価指標  

運動やスポーツをすることが好きと答える児童生徒の全国比 
（ 全国体力・ 運動能力、運動習慣等調査の児童生徒質問）  

現状 
（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標 

（令和８年度） 
小５男子 102.3 102.0☆ 102.0☆ 

全国比 100 以上 
小５女子 102.0 102.0☆ 107.4☆ 
中２男子 100.2 99.8 100.9☆ 

中２女子 99.0 97.1 97.3 
 

⑨評価指標  
幼保園の保育参観、小学校の授業参観の実施 （ 学校経営概要）          

現状 
（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標 

（令和８年度） 
保育参観 54/54 53/53☆ 52/52☆ 全ての小学校で 

実施 授業参観 51/54 52/53 50/52 
 

 

 

 

 

※GTEC…スコア型英語４技能検定 （株）ベネッセコーポレーション 
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※「☆」…評価指標の目標（令和８年度）に対して、現状の数値が上回っていることを表しています。 



 

「主な取組」の令和７年度の取組状況と令和８年度の方向 

 主な取組 評価 
指標 令和７年度の取組状況 令和８年度の方向 

１ 「しなのき Finder」の
推進 

②③
④⑩ 
㉑ 

・小４～中３を対象に年間２回実施 
・しなのき通信や解説動画を作成・発行 
・児童生徒と教職員にアンケートを実施 
・Finder の結果では、自己肯定感、自信、

挑戦、自制心・規範意識等の数値が向上 

拡
大 

・各校の校内研修で解説動
画等の活用を促進 

・新たな研修メニューを用
意し、各校の希望に応じた
研修内容を提供 

２ 「自学自習の資質能力 
伸張シート」の活用 

①② 
③④ 

・研究主任会（２回）や各校の教職員研修
（21 回）で、効果的な活用法等を提案、
授業改善を促進 

継続 

３ GTEC の推進 
（スコア型英語４技能検定） ⑤ ・GTEC 研修会を３回実施 

・CBT 活用研修会を３回実施 
拡
大 

・参集型研修会の充実 
・AI 学習ｱﾌﾟﾘの活用を研究 

４ 
非認知能力を意識した 

研究指定校による 
実践研究 

②③ 
④㉑ 

・授業公開及び職員研修を 22 回、のべ
344 名参加、しなのきピアカフェ（教職
員研修）を８回実施、のべ 657 名参加 

・しなのき通信の発行や、ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ動画、
共有ﾌｫﾙﾀﾞで情報発信 

・行動指標の活用等、非認知能力を意識し
た取組が多くの学校で推進 

拡
大 

・研究指定校等に加え、市立
小・中学校での授業公開や
授業研究会等を拡大し、学
校間連携を一層充実 

・実践事例集やｵﾝﾗｲﾝ研修、
動画等により、実践成果を
広く共有 

５ 
非認知能力を意識した 

研究委員会による 
授業研究 

②③
④⑤
⑥㉒ 

・７研究委員会で授業公開及び授業研究
会 14 回実施 

・「市教育センター便り」４回、「研究紀要」
及びオンデマンド動画を作成 

拡
大 

・非認知能力を視点とした
実践研究を一層推進 

・委員会組織を見直し、新た
に学校づくりを研究 

６ 探究的な学び×GIGA 
の推進 

①② 
③④
⑤⑥ 

・指導主事による ICT 端末に係る研修支
援を、のべ 23 校で実施 

・民間企業と連携し、iPad 体験会１回、
Net モラル教材活用研修を２回実施。 

継続 

７ １人１台端末の 
有効活用の推進 

②③ 
④⑧ 

・情報主任研修会を５回実施し、ミライシ
ードの活用研修を実施 

・民間企業と連携し、授業支援（195 件）、
研修支援（113 件）を実施 

拡
大 

・１人１台端末を更新 
（23,970 台/予備機を除く） 

・次世代教育ネットワーク
を整備 

８ キャリア教育 
支援懇談会の充実 

②③ 
④ 

・市キャリア教育支援懇談会を３回実施
し、推進校でのアントレプレナーシッ
プ教材を活用した探究学習を支援 

継続 

９ 
NSSP（ﾅｶﾞﾉ ｽｰﾊﾟｰ 
ｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）」の 

推進 

②③
④㉑ 

・体験プログラム（全４回）、サイエンス
キャンプ（１泊２日）、プログラミング
講座（全４回）を実施 

・参加者の事後アンケートで「科学への興
味・関心が高まった」の割合が 97.0％ 

継続 

10 「アスリートと楽しむ 
スポーツ教室」の推進 

⑥⑦ 
⑧ 

・アスリートや有資格者等を市立小・中学
校の 186 学級に派遣し、運動プログラ
ムを提供 

・事後アンケート結果で「運動をもっとや
りたいと感じた」参加者の割合が 89％ 

継続 

11 「幼保小接続期 
カリキュラム」の充実 ⑨ ・７支会毎に授業公開（４月～７月）と保

育公開（10 月～12 月）を各 1 回実施 継続 

12 「幼保小連携会議」に
よる幼保小連携の充実 ⑨ ・幼保小連携会議を３回実施 継続 

13 アントレプレナーシッ
プ教育の推進 

②③ 
④ 

・市立２中学校でのアントレプレナーシ
ップ教材を活用した探究学習を支援 

・市立２中学校では、しなのき finder「コ
ミュニケーション力」が７ﾎﾟｲﾝﾄ向上、
「協調性・折衝力」が５ﾎﾟｲﾝﾄ向上 

拡
大 

・起業家と学校をつなぎ、探
究的な学習を支援 

・企業と連携した探究的な
学習を支援 

 

 

 

 

アセスメントツールの活用を通じて、子どものよさや強みを可視化しつつ、子どもと教師等 
が対話をしたり、子ども同士が学び合う授業の工夫、企業や地域、多様な他者等との協働によ
る教育活動の充実を推進したりしたことで、「自己肯定感」、「意欲」、「自信」等、未来に 
向かって自分を高めることにつながりました。※ｐ13～ｐ20「非認知能力の育成に資する取組について」を参照 

今後は、探究的な学びや非認知能力の育成に資する取組を推進するため、 
キャリア教育や、一人一台端末を活用した学び等の更なる充実を図ります。 
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具体目標 

互いに認め合い多様な個性が生かされる教育を推進します。 

子どもたち一人一人の個に応じた支援を充実します。 

多様な学びの場における学習保障を充実します。 
 
 
 
 
 

⑩評価指標  学校に行く のは楽しく 、学校は安心できる場所になっ ている。  
（ 学校評価 児童生徒アンケートの肯定的な回答の割合）  

現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 
80.1％ 85.2％☆ 85.9％☆ 現状を上回る 

 

⑪評価指標  お子さんは学校に行く こと が楽しいと感じていると思いますか。  
（ 学校評価 保護者アンケートの肯定的な回答の割合）  

現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 
87.0％ 85.1％ 84.9％ 現状を上回る 

 

⑫評価指標  
個別の指導計画の作成を必要とする児童生徒のう ち、実際に個別の指導計画が作成
されている児童生徒の割合 

（ 特別支援教育に関する体制整備状況等調査アンケート）  
現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 

99.2％ 98.4％（※市調査） 99.4％ 100％ 
 

⑬評価指標  
個別の教育支援計画の作成を必要とする児童生徒のう ち、実際に個別の教育支援計
画が作成されている児童生徒の割合 

（ 特別支援教育に関する体制整備状況等調査アンケート）  
現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 

98.3％ 91.6％（※市調査） 97.6％ 100％ 
 

⑭評価指標  地域の人 、々高齢者や障がい者、外国人などと の対話や交流の機会を設定している。 
（ 学校評価 教職員アンケートの肯定的な回答の割合）  

現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 
82.3％ 81.1％ 83.2％☆ 現状を上回る 

 

⑮評価指標  
不登校児童のう ち、学校内外の専門機関等で相談・ 指導等を受けていない児童生徒
の割合 （ 児童生徒の問題行動・ 不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査）    

現状（R４数値） 令和６年度（R5 数値） 令和７年度（R６数値） 目標（R７数値） 

小学校 18.7％ 
（全国 33.0％） 

18.4％☆ 
（全国 36.3％） 

15.9％☆ 
（全国 36.4％） 

全国を下回る 
中学校 28.8％ 

（全国 37.9％） 
17.0％☆ 

（全国 40.3％） 
16.7％☆ 

（全国 39.6％） 

評価指標と目標 【絆プロジェクト】 

７R ➢ ８ ス テ ッ プ ア ッ プR   
令和４年度における重点取組の状況と令和５年度の取組について 

 
絆プ ロ ジェ ク ト  

じりつ みらい 

きずな 

6 

※「☆」…評価指標の目標（令和８年度）に対して、現状の数値が上回っていることを表しています。 



 

「主な取組」の令和７年度の取組状況と令和８年度の方向 

 主な取組 評価
指標 令和７年度の取組状況 令和８年度の方向 

１ 
発達支持的生徒指導を 

ベースとした 
授業改善の推進 

⑩⑪ 
⑫⑬ 
㉒ 

・安心を実感できる環境で、他者と協
働して学びを進める授業づくりを
推進するため、市教育ｾﾝﾀｰ研修（３
回）、校内職員研修（４回）を実施 

継続 

２ 
UD 化と合理的配慮を 

視点にした授業づくりの
推進 

⑫⑬ 

・特別支援教育に関する職員研修を
７校で、のべ９回実施 

・市教育ｾﾝﾀｰ研修で、UD 化と合理的
配慮を視点に実践例を情報提供 

継続 

３ 
ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｱﾝや副学籍児童

生徒との交流及び 
共同学習の推進 

⑧⑭ 

・「わくわく！オリ・パラスポーツ」
を 32 学級で実施 

・副学籍による交流及び共同学習の
実践事例をしなのき通信で発信 

継続 

４ 

SaSaLAND を 

中核とした教育支援 

センター充実プランの 

推進 

⑩⑪ 
⑫⑬ 
⑮ 

・教育支援センターとつながった児
童生徒数が拡大（上半期の状況 
R６：223 人→R７：232 人） 

・マインクラフト等のオンライン活
動を週３回実施、１日約７人が利用 

・保護者支援として、親の会を月１
回、ペアレントトレーニングを５回開催 

拡
大 

・SaSaLAND の取組から見
えてきた支援の在り方を研
修等を通じて校内外教育支
援センターに拡大 

・保護者の希望を基に、親の会
の開催場所や時間等を見直
し、保護者の参加を促進 

５ フリースクール等 
民間施設団体との連携 

⑮ 
 

・フリースクール等関係者と連携し、
学校以外の居場所説明会「長野地域
多様な学びフォーラム」を開催 

 参加者 R6：約 60 名→R7 約 100 名 

拡
大 

・フォーラムの内容と周知方
法の再検討による参加者の
拡大 

６ SSW 等専門家を含めた 
チーム支援体制の構築 

⑩⑪ 
⑮ 

・市立小、中学校全校のスクリーニン
グ会議にスクールソーシャルワー
カーとアウトリーチスタッフを派
遣して支援策を検討 

拡
大 

・全校へ SSW、ORS を派遣
し、不登校の子どもの状況
に応じた支援体制の充実を
支援 

７ 考え、議論する 
道徳教育の推進 

⑩⑪ 
⑳ 

・道徳授業研究を 15 校、道徳科研究
委員会の公開授業及び授業研究会
を７回、教職員研修を２講座で実施 

継続 

８ 人権教育の視点からの 
授業づくりの推進 

⑩⑪ 
⑳ 

・市立全校を人権教育研究指定校と
し、実践研究や職員研修等を実施 

・30 校で指導主事が学校訪問支援 
継続 

９ 特別支援教育に関する 
校内研修の充実 

⑩⑪ 
⑫⑬ 

・オンデマンド研修動画をポータル
サイトに掲載、しなのき通信を発行 

拡
大 

・オンデマンド研修動画の更
なる充実と利用を促進 

10 一人一人の教育的ニーズ
に応じた支援の充実 ⑫⑬ 

・子ども理解と適切な支援充実のた
め、市立２小学校で実践研究を試行 

・校内教育支援研修会で実践事例を
発表し、各校における取組を支援 

拡
大 

・市立７小学校で、行動分析を
視点に子ども理解と支援に
ついて校内研修会等を実施 

・市教育センター研修を実施 

11 
いじめ対応フローを 

活用した組織的な対応の
推進 

⑩⑪ 

・「いじめ対応フロー」や「早期対応
のポイント」を市立小、中学校に配
付し、資料を活用した取組を推進 

・職員研修用ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ動画の作成 

拡
大 

・年度当初の職員研修用資料
の活用促進を支援 

・各校の改訂いじめ防止基本
方針に基づく対応の徹底 

12 いじめ調査委員（外部人
材）の派遣による支援 ⑩⑪ 

・「長野市いじめ問題等調査員」を事
案に応じて学校に派遣し、専門的立
場からの相談・助言を実施 

継続 

13 不登校児童生徒 
アウトリーチ支援 

⑩⑪ 
⑫⑬ 
⑮ 

・自宅で過ごすことが多い子どもを
対象に、アウトリーチ支援を実施 

 R7 上半期申し込み 88 件 
継続 

 

 

 

 

 

 「つながる」をキーワードに、子どもが安心を実感できる居場所づくり等により、外部機関
や学びの場等につながる子どもが増えました。また、多様な子どもがお互いを認め合い、受け
入れ合う環境をつくるのため、一人一人の個性や、願いに寄り添った支援等を通じて、「コミュ
ニケーション力」や「協調性」等、他者を思いやりつながる力が育まれました。 
※ｐ13～ｐ20「非認知能力の育成に資する取組について」を参照 

今後は、子どもが安心を実感できる環境づくりを一層推進するため、いじめの 
未然防止と適切な初期対応、インクルーシブな教育、不登校の児童生徒への支援 
（校内教育支援センターの拡大を含む）等の充実を図ります。 
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具体目標 

子どもファーストな環境づくりを推進します。 

自分の身を自ら守るための資質・能力の育成を支援します。 

命と健康を守るための学習環境を整備します。 
 
 
 
 
 
 

⑩評価指標  
【 再掲】  

学校に行く のは楽しく 、学校は安心できる場所になっ ている。  
（ 学校評価 児童生徒アンケートの肯定的な回答の割合）  

現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 
80.1％ 85.2％☆ 85.9％☆ 現状を上回る 

 

⑯評価指標  学校は地域の方と と もに子どもたちの安全確保のための取組を行っている。  
（ 学校評価 保護者アンケートの肯定的回答の割合）  

現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 
80.4% 81.４％☆ 93.2%☆ 現状を上回る 

 

⑰評価指標  子どもたちの健康管理や体力向上のための取り組みを行っている。  
（ 学校評価 教職員アンケートの肯定的な回答の割合）  

現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 
92.3％ 91.8％ 92.4％☆ 現状を上回る 

 

⑱評価指標  学校は、子どもたちの健康管理や体力向上のための取り組みを行っ ている。  
（ 学校評価 保護者アンケートの肯定的な回答の割合）  

現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 
78.2％ 78.9％☆ 79.4%☆ 現状を上回る 

 

⑲評価指標  

健康三原則（ 運動、食事、休養及び睡眠） の大切さを、様々な場面で計画的に伝えよ
う と している学校の割合 

（ 全国体力・ 運動能力、運動習慣等調査 学校質問）  
現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 

小学校 107.2 92.8 96.4 
全国比 100 以上 

中学校 99.0 102.6☆ 98.2 

 

⑳評価指標  
道徳の授業を受けた達成感 

（ 学校評価 児童生徒アンケートの肯定的回答の割合）  
現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 

小学校 86.0％ 85.2％ 82.6％ 
現状を上回る 

中学校 80.8％ 83.3％☆ 83.9％☆ 

【安全・安心プロジェクト】 評価指標と目標 

７R ➢ ８ ス テ ッ プ ア ッ プR   
令和４年度における重点取組の状況と令和５年度の取組について 

 
安全・ 安心プロ ジェ ク ト  

みらい きずな 

じりつ 
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※「☆」…評価指標の目標（令和８年度）に対して、現状の数値が上回っていることを表しています。 



 

「主な取組」の令和７年度の取組状況と令和８年度の方向 

 主な取組 評価
指標 令和７年度の取組状況 令和８年度の方向 

１ 「長野市子ども議会」
の実施 ⑩⑪ 

・児童生徒が、プレゼンテーションア
プリを用いて長野市等について考
えたこと等を提案（12 組）し、理
事者が答弁 

・令和６年度の児童生徒の提案のう
ち、４件が実現 

継続 

２ 学習チューター事業の
実施 ⑩⑪ 

・信州大学（教育学部、工学部）、清泉
大学の学生が市立小・中・高等学校
の希望する教育活動に対して支援 

継続 

３ ランチミーティング等 
による意見交換の実施 ⑩⑪ 

・市長が市立４小学校を訪問し、今後
の長野市やより良い学校環境につ
いて意見交換を実施 

・市関係課と連携し、児童の一部意見
を市の施策検討に反映し、実現 

継続 

４ 
自ら判断し、正しく 

行動するための 
情報モラル教育の推進 

⑳ 

・「年間指導計画」を市立全小、中学
校が作成し、情報モラル教育を推進 

・指導主事や専門家が児童生徒を対
象に情報モラル教育講演会を３回、
研修講座を１講座実施 

継続 

５ 「長野市版 新しい 
水泳学習」の推進 ⑰⑱ 

・市立小・中学校 19 校で、校外の屋
内プール施設での水泳学習を実施 

・事後アンケート調査では、「安全・
安心」の質問項目で、児童生徒及び
保護者の９割が肯定的な回答 

拡
大 

・新たに小学校 4 校を加え、
22 校で校外の屋内プール
施設での水泳学習を実施 

６ 外部機関等との連携に
よる健康教育の充実 

⑰⑱ 
⑲ 

・市学校栄養士会と連携し、食育ポス
ターを年３回作成、発行 継続 

７ 
現代的な健康課題を 

踏まえた各校の実践的
な取組への支援の充実 

⑰⑱ 
⑲ 

・大塚製薬と連携し、熱中症標語ｺﾝﾃｽ
ﾄを実施、市立小・中学校からの応募
数が約 500 点、健康教育が充実 

継続 

８ 実践的な 
安全防災教育の推進 ⑩⑯ 

・危機管理マニュアルや連携体制を
見直し、災害から身を守るための備
えを考える機会を創出 

・市立小・中学校の取組のうち、好事
例を共有 

継続 

９ 学校施設の老朽化対策・
長寿命化対策の実施  

・長寿命化改修工事【大規模】３校、
予防保全工事【中規模】４校で実施 

拡
大 

・長寿命化改修工事【大規模】
１校、予防保全工事【中規
模】８校で実施 

10 
今に合わせた学校安全
計画や危機管理マニュ

アルの見直し 
⑩⑯ 

・学校安全計画や危機管理マニュア
ルの見直しを適時適切に行い、万が
一の際に対応できるよう校長会等
で周知 

継続 

11 
「安全・安心メール」
を活用した防災・減災

の取組を実施 
⑩⑯ 

・危害獣の目撃情報や夏休み前の水
難事故防止、自転車の罰則強化等適
切に学校や保護者への注意喚起を
実施 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちの意見表明や対話の機会を充実したり、子どもたちが心身ともに健康で過ごし、
自分の命を自分で守る力を育成したりする等を通じて、「自制心」、「規範意識」、「忍耐力」、 
「適応力」等、自分をよりよい状態にする力が育まれ、「学校が楽しい」、「学校が安心できる場
所」と考える子どもが増えました。※ｐ13～ｐ20「非認知能力の育成に資する取組について」を参照 

今後は、現代的な社会課題等に適応したり、自ら判断し、正しく行動したり 
できる資質・能力を育むため、情報モラル教育、安全防災教育、子どもたちの 
意見表明や対話の機会等の更なる充実を図ります。 
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具体目標 

「学びたい！」が学べる教職員研修を充実します。 

先生たちのウェルビーイングの実現を支援します。 

学校や先生たちを指導主事が手厚くサポートします。 
 
 
 
 
 
 

評価指標 ㉑  

全国学力・ 学習状況調査 学校質問の５項目 ※に対する肯定的な回答の割合 

※ 評価指標②の５項目と対応した学校質問紙の設問を抽出し、測定。 
（1）担任や副担任だけでなく、可能な限り多くの教職員で見取り、情報交換をしている。 
（2）児童生徒は、授業では、自分で学ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動を行っている。 
（3）総合的な学習の時間において、課題の設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識した指導を行っている。 
（4）学級活動の授業を通して、今、努力すべきことを学級での話合いを生かして、一人一人の児童生徒が

意思決定できるような指導を行っている。 
（5）学習指導において、児童生徒がそれぞれのよさを生かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、

異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように学習課題や活動を工夫している。 
項 目  現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 

小
学
校 

（1）個に応じた指導・支援の充実  100.4☆ 100.4☆ 

全国比 
100 以上 

（2）個別最適な学びの視点からの授業改善  86.4 105.0☆ 
（3）探究の過程を意識した指導 91.9 100.4☆ 93.3 
（4）学級全員で取り組む課題やテーマを 

自ら意思決定 
97.3 103.5☆ 102.6☆ 

（5）協働的な学びの視点からの授業改善  101.7☆ 96.9 

中
学
校 

（1）個に応じた指導・支援の充実  100.4☆ 100.8☆ 

全国比 
100 以上 

（2）個別最適な学びの視点からの授業改善  86.3 122.8☆ 
（3）探究の過程を意識した指導 99.5 88.4 104.5☆ 
（4）学級全員で取り組む課題やテーマを 

自ら意思設定 
91.1 103.9☆ 98.6 

（5）協働的な学びの視点からの授業改善  101.9☆ 100.6☆ 
 

評価指標 ㉒  「 研修講座で学んだこと を自校の教育活動に生かしたい」 と回答した割合 
（ 市教育センター 教職員研修講座アンケート 肯定的回答の割合）   

現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 
99.6％ 99.2％ 99.2％ 100％ 

 

評価指標 ㉓  
１か月あたり の時間外勤務時間の平均【 小・ 中学校】 （ 教職員の勤務時間等調査）  

現状（令和５年度） 令和６年度 令和７年度 目標（令和８年度） 

４～７月 47 時間 59 分 48 時間 00 分 43 時間 32 分☆ 
45 時間を 

下回る 年間 45 時間 29 分 
（R5.4 月～R6.3 月） 

39 時間 21 分☆ 
（R6.4 月～R7.3 月） 

37 時間 39 分☆ 
（R7.4 月～R7.12 月） 

【充実プロジェクト】 
※R6 全国学力・学習状況調査の質問調査の質問項目の変更により、評価指標を見直した項目があります。 

R６年度末変更 

評価指標と目標 

７R ➢ ８ ス テ ッ プ ア ッ プR   
令和４年度における重点取組の状況と令和５年度の取組について 

 
充実プ ロ ジェ ク ト  

じりつ きずな 

みらい 
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※「☆」…評価指標の目標（令和８年度）に対して、現状の数値が上回っていることを表しています。 



 

「主な取組」の令和７年度の取組状況と令和８年度の方向 

 主な取組 評価
指標 令和７年度の取組状況 令和８年度の方向 

１ 
ニーズに応じた多様で
質の高い教職員研修講
座の構築 

㉒ 

・研修講座を 11７講座開設 
・時期や研修内容、研修形態等を工夫し、

参加しやすい環境を整備 
・グループ討議、情報交換等を通じた実

践的な研修を実施 

継続 

２ 
キャリアステージに応
じた教職員の経年研修
講座の充実 

㉒ 

・キャリアステージに基づく「教師力向
上研修」で、「しなのきプランⅡ〈非認
知能力〉」演習を導入 

・研修受講者の主体的な参加を促す、講
義・演習型研修の実施 

継続 

３ 専門性と指導力向上に
向けた重点研修講座 ㉒ 

・市の教育課題やしなのきプランⅡに関
わる重点講座を 32 講座開設 

・しなのきプランⅡや研究委員会の授業
実践等の内容を研修講座に反映 

継続 

４ 「自ら学び 共に育つ」
学校づくり事業の推進 

②③④
⑧⑩⑪

㉑ 

・研究指定校や希望する学校を「ピア・
チャレ！スクール」に位置づけ、授業
公開や専門家による講演会等を年間
19 回実施、のべ 283 名が参加、学校
同士がつながり、「非認知能力」を視点
に学び合う機会を支援 

拡
大 

・本事業の最終年度のた
め、研究指定校等、「ピ
ア・チャレ！」実践校の
成果を、ｵﾝﾗｲﾝ研修会や
事例集等で発信 

５ 
「自学自習の資質能力」
の伸張を中核とした研
究委員会の充実 

㉑ 

・授業公開を 14 回実施、のべ 372 名
が参観 

・長野上水内教育会との共同研究を継
続、研究成果の共有及び活用 

継続 

６ 

「NSSP」（ﾅｶﾞﾉ ｽｰﾊﾟｰ 
ｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）」 

教師の力量向上 
プログラムの推進 

①② 
③④ 
㉑ 

・理科教材委員会を４回開催、市教育セ
ンター研修講座や信州理研等で、実践
発表等の発表、県外視察の実施 

・生成AI教材委員会で授業視察（２回）、
研修会（２回）を実施 

拡
大 

・情報活用能力ベースプ
ランの更新に向けた実
践研究の実施 

・研究委員による研究成
果や好事例の発信 

７ 
「学校における働き方
改革推進のための基本
方針」の更新＆実施 

㉓ 

・市立全中学校に採点支援ｼｽﾃﾑを導入 
・各校の取組や教職員の働きがいの現状

等をアンケートで把握、結果を各校に
周知するとともに、市教委の来年度の
取組の見直しを検討 

継続 

８ 
外部人材の派遣や関係
機関との連携による業
務の適正化を推進 

㉓ 
・専門家、学校関係者、市 PTA 連合会

等から助言を受け、業務適正化の検討
を推進し、次年度の取組等を提案 

継続 

９ 
学校における授業改善
をサポートする対話型
訪問支援の充実 

②③ 
④⑳ 
㉑㉓ 

・指導主事研修会（５回）を通して対話
型訪問の基本方針を模索 

・年度当初の派遣（109 件）、しなのき
派遣（88 件）の要請を受け、教師×
教師、教師×指導主事のクロストーク
により授業改善を支援 

継続 

10 
学校の諸課題を支援す
る「さっと学援隊」によ
る訪問支援の充実 

⑩⑪ 
⑫⑬ 

・多様化、複雑化している課題に対し、
学校に寄り添いながら、迅速かつ適切
な訪問支援を実施 

継続 

11 
多様なニーズに臨機応
変に対応する「しなの
き派遣」の充実 

㉑㉓ 

・支会研修会や校内研修会等に指導主事
が訪問し、ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞや非認知能力を
視点に、子どもとのよりよい対話の仕
方等について研修を実施 

継続 

 
 
 
 
 
 

教職員がやりがいを感じる環境づくりと、対話と共創による力量向上に取り組む仕組みづく
りを推進するとともに、学校のチャレンジを支える学校訪問支援を実施すること等を 
通じて、「学び続ける教職員」として、自らの力量向上への意識が高まり、 
日々の授業改善につながりました。 
 今後は、教職員のウェルビーイングの実現のため、教職員による次期プラン 
構想、学校における働き方改革、指導主事による対話型学校訪問支援等の更な 
る充実を図ります。 

11 



絆プロジェクト

○「 し なのき Finder」 を 活用し た取組を 支援

○「 非認知能力」 の育成に資する 取組を 支援

　 ・ ピ アカ フ ェ 、 ピ ア・ チャ レ ！スク ールの実施

　 ・ 非認知能力の育成に係る 実践事例集の発信

「しなのきFinder」の推進
未来プロジェクト

自学自習の資質能力の伸張に

チャレンジ！

非認知能力の育成に

チ ャ レ ン ジ ！

長野市教育委員会は、 市立小・ 中学校のチャ レ ンジを後押し し ます！

三年次（ 最終年度）

し なのきプランⅡ
令和８ 年度

ステッ プアッ プ版
主な事業・ 取組

長野市教育委員会事務局　 学校教育課

安全‧安⼼プロジェクト
充実プロジェクト

「アントレプレナーシップ
        教育」の推進

○起業家や企業等と 学校が連携し た探究的な

　 学習を 支援

教育支援センター充実プラン  
           の推進

○「 つながる 」 を キーワード にし た

　 　 　 　 　 　 　 　 　 不登校児童生徒支援策の推進

　 ・ 校内教育支援セン タ ーにおける 支援の拡大

　 ・ アウト リ ーチ支援「 つながる サポート 」 の充実

インクルーシブな学校づくり
       推進事業の推進

○行動分析を 視点と し た支援を 基盤に、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チーム支援体制を 構築

いじめの組織的な対応の推進
○いじ め防止研修パッ ケージの活用促進を 支援

○【 改訂】 いじ め防止基本方針に基づく 対応

「⻑野市版 新しい⽔泳学習」 
           の推進

○「 命を 守る ／健康の保持増進／余暇を 楽し む」

　 　 　 　 　 　 を 目的と し た水泳学習の更なる 充実

　 ・ 新たに市立４ 小学校を 加え、 2 2 校で実施

現代的な健康課題を踏まえた
       健康教育の充実

○「 健康三原則」「 運動時間」 等に係る 取組を 推進

「自ら学び 共に育つ」
     学校づくり事業の推進

○「 し なのき Finder」 を 活用し た取組を 支援

○「 非認知能力」 の育成に資する 取組を 支援

　 ・ ピ アカ フ ェ 、 ピ ア・ チャ レ ！スク ールの実施

　 ・ 専門家によ る 出前講座、 職員研修の実施

「NSSP（ﾅｶﾞﾉｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ
 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）」教師の⼒量向上
      プログラムの推進

○生成AIの利活用を 研究、 情報発信

○情報活用能力ベースプラ ン の実践研究

1 2

１人１台端末の有効活用の推進
○１ 人１ 台端末（ タ ブレ ッ ト 端末） の更新

○次世代教育ネッ ト ワーク の整備



非認知能力の育成に資する取組について
～令和７年度の成果と令和８年度の方向～

Ⅰ 「しなのきプランⅡ」の基本的な考え方

社会状況の多様化・複雑化が進み、予測困難な時代の中、子どもが受動的に授業を受ける教育

から、自ら問いをもち、自ら学びを進め、共に育っていくための資質・能力（自学自習の資質能力）
を育む教育への転換が求められています。そこで、「しなのきプランⅡ」では、非認知能力を意識
した教育活動の工夫や授業改善を推進し、全ての子どもたちの「自学自習の資質能力」の伸張に
向けた取組を推進します。

【しなのきFinderの目的】 【子どもへ返却されるレポート】

Ⅱ 長野市教育委員会の主な取組

・しなのきプランⅡに関わる指導主事による学校訪問支援の実施（4３校）
・参観日を活用した、指導主事による「しなのきプランⅡ」の概要説明を保護者向けに実施（１校）
・信州大学髙橋史准教授を講師とした研修の実施（８校）
・IPU環太平洋大学中山芳一 特命教授を講師とした児童向けの出前講座の実施（12校）

1 研修会等

（１）長野市教育センター研修
・教頭マネジメント研修・校長マネジメント研修（講師：信州大学 髙橋史准教授 茅野理恵 准教授）
・非認知能力を育むためのクロストーク①（講師：信州大学 髙橋史 准教授 三和秀平 准教授

（２）学校教育課主催研修
・「自ら学び共に育つ」学校づくり事業①（講師：早稲田大学 河村茂雄 教授）
・「自ら学び共に育つ」学校づくり事業②（講師：IPU環太平洋大学 中山芳一 特命教授）
・研究指定校における授業公開・授業研究会（６回）
・「子どもの非認知能力の育む方」講演会（講師：筑波大学 櫻井茂男 名誉教授）
・しなのきピアカフェ（年間８回）

２ 学校訪問支援等

３ しなのきFinderの実施（年間２回）

長野市教育委員会事務局
学 校 教 育 課
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(１) 実施時期 第１回 令和７年５月26日（月）～６月６日（金）
               第２回 令和７年11月４日（火）～11月17日（月）
(２) 対 象 小学校４年生～中学校３年生
(３）実施人数 第１回 小学生 8229名 中学生 7156名

第２回 小学生 8118名 中学生 6993名

小学校

（１） 9つのウェルビーイング

（２）９つの非認知能力

Ⅲ しなのきFinderについて

1 実施概要

2 長野市の「しなのきFinder」の結果

※長野市全体の平均値

※長野市全体の平均値

関係性 関係性

小学校 中学校

春 秋

14

３ 長野市全体の「自己肯定感」の推移

「しなのきFinder」の結果と合わせて教師や保護者が子どものよさや強みを伝えたり、子どもの願いを
もとに自己選択・自己決定できる活動が増え、子ども自身のよさや強みを発揮できる環境づくりが進
んだりしたことで、自己肯定感が高まったと考えられる。一方で、学業への困難さを感じている子ども
ほど、自己肯定感が低くなっていることから、子どもたちの学習の充実を図る必要がある。

考
察

【自己肯定感】と【学習（勉強はうまくいっている）】
のクロス集計

長野市全体の【自己肯定感】の推移 質問項目 「私には長所があると感じている。」

2024
年

202５
年

2024
年

202５
年

(秋)

小
学
校

中
学
校

(%)
(%)
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★学校教育目標を※チャンクダウンして「行動指標」を作成。教師と児童が行動指標を共有。
児童集会を通して児童から全校へ紹介

★すべての学級において授業や行事で「行動指標」を視点にした「めあて」と「振り返り」を実施
★表出してきた児童の姿・行動を職員間や全校で共有・価値づけ 等

ピアカフェ、ピアチャレ！、事例集等を活用して、学校間の連携をより一層強化し、
学校の「やってみたい」をサポートします。

次年度へ

(2) B校の取組：行動指標を教師と児童がともに校内に拡げたり、表出してきた子どもの姿を還元させたりする取組

春 秋※平均値

感情 関係性 活動

４ しなのきFinder開発者（信州大学 髙橋史准教授・三和秀平准教授）による結果の考察

成果
１．自己肯定感の全体的な安定・向上

いずれの学年でも、自己肯定感は安定または上昇傾向が
見られる。

２．人間関係に関する困難の改善
人間関係に関する困難はR6からR7にかけて減少傾向にあ

り、学級経営や支援の成果が表れている可能性がある。
３．思いやり・公共心の高さと安定

向社会的行動（思いやり）および公共心は高い水準で
安定。互いの良さを認め合う風土が、市内学校の大きな
教育的成果といえる。

４．高度な学習⽅略の伸⻑
学年の進行に伴い、「重要なところはどこか考えて学習

する」認知的方略や「理解状況を確かめながら学習する」
メタ認知的方略についての肯定的な回答が増加している。

５ 研究指定校等の結果と取組・変容

15

70 72

79
83

76

87
90

89 88

71
73

77

85

79

87
90

88 89

0
60
65
70
75
80
85
90
95

78
73 71

75
70

79

66
71

7978 77
72

76

70

78

67
72

78

0
50
55
60
65
70
75
80
85
90感情 きずな じりつ

A校の結果

みらい

※平均値

関係性 活動

春 秋

(1) A校の取組：しなのきFinderを分析し授業に活用したり、行動指標を子どもとの共通言語にする取組

★学校教育目標を※チャンクダウンした「行動指標」を、子どもが主体となってキャラクター化
★「しなのきFinder」を分析・活用するために講師を招いて研修会を実施。結果レポートをも

とにし、子どものよさをいかしたグループづくりを行い、授業を実践 等

取
組

取
組

※チャンクダウン：抽象的な目標を具体的な目標にすること

みらい きずな じりつ

課題
１．自己肯定感の格差拡大

著しく低い自己肯定感の児童生徒の割合が、学年進行と
ともに増加。早期発見と個別支援体制の強化が必要。

２．学業に関する困難の増加
学業に関する困難は学年が上がるにつれて顕著に増加し

ている。
３．理科・数学への興味・有用感の低下

他教科と比較して、学年進行に伴う低下が著しい。学ぶ
意義や生活・将来との関連を実感できる授業改善が求めら
れる。

４．学習の計画性の不足
暗記中心の学習方略は広く用いられているが、「計画を

立てて学習する」などのプランニング面には課題が残る。



（１） 教職員研修で子ども理解を深める （２）子どもの実態に応じた授業づくり

Ⅳ しなのきFinderに関するアンケート調査の結果 16

(１) 実施時期 令和７年12月２日（火）～12月24日（火）
(２) 対 象 児童生徒（小学校４年生～中学校３年生）、教職員
(３）実施人数 児童生徒 小学生 4925名 中学生 4474名

（しなのきFinder実施児童生徒15385人/約６割の児童生徒が回答）
教職員 518人
（小学校４年～中学校３年、特別支援学級数854人/約６割の教職員が回答）

1 実施概要

２ アンケート結果

（２） 児童生徒アンケート

設問：しなのきFinderで自分の心の状態や
自分のよさ・強みを見えるようにしたこと
で、自分の新たな一面を知る機会になりま
したか。

設問：自分のことを振り返ったり先生と対
話をしたりすることで、どのようなことが
わかりましたか。

〇しなのきFinderを子ども理解や子どもとの
対話に活用している教職員が６割以上おり、
職員会や学年会等で活用している例もあり
ました。

〇「活用の仕方がわからない」「活用できない」
等の声もありました。

（１） 教職員アンケート

設問：しなのきFinderのレポート結果
はどのような場面で活用しましたか。

設問：しなのきFinderは子ども理解や
子どもとの対話に役立ちましたか。

設問：しなのきFinderは授業改善、
授業づくりに役立ちましたか。

○回答した多くの児童生徒が自己理解につな
がったと感じています。

〇教師との面談を通して個別レポートを返却する
ことで、子どもは自分のよさや強みを実感する
とともに、今後の生活や学習の見通しを持つこ
とができています。

〇先生との面談の可否と他の質問のクロス集計

①指導主事派遣
により「しなのき
Finder」の活用方
法を研修

②教師は
子どもの
よさや強
みを把握

③教師は子どもの
よさや強み、今後
の見通しを対話を
通じて一緒に共有

④子どもは自身の
よさや強みを活か
す。教師は子ども
との関係性が向上

Well-being



Ⅴ 非認知能力の育成に資する教育活動での取組事例

子どもの「ステキ」を子どもと教師で共有

・Teamsを活用し、職員チームの「すてきチャネ
ル」で子どものステキな姿を共有・蓄積

・子どものステキな姿を写真で生徒昇降口に掲
示し、こどもと共有

非認知能力を主体となって育む生徒会

全校レクを通して「つけたい力」（非認知能力）

・学校全体で「非認知能力」の育成を目指し、
生徒会が主体となった全校レクリエーショ
ンの実施と、活動後に友だちと活動内容を
振り返る取組を繰り返し実施

子どもの声

校長先生と「目指したい学校の
姿」について、話し合いを重ねた
ことで、教師と生徒が一体となっ
て非認知能力を意識し、主体的に
生徒会に取り組めるようになりま
した。

低学年でも実施できるアンケート調査を作成

・学校独自に分かりやすい言葉で「ひにんちメー
ター」を作成し、行事の前後等で全校で振り返
りを実施

「ひにんちメーター」をもとに担
任の先生と話をし、自分の気持ち
を整理して、生活を前向きに取り
組んでいます。

子どもの声
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春 秋

「やりたいこと」をやりたいだけやり切る個人探究

・個人探究の時間（週２回）のなかで探究的な学
びのサイクルを繰り返し、学期末に探究発表会
を実施

新たな課題に挑戦することを繰り返
すことで、自身の成長を実感するこ
とができています。

子どもの声

76 68 7080 70 74

0

50

100

自信・チャレンジ 他者理解・共感性 自制心・規範意識

春 秋

子どもの自己肯定感等が高まっ
ているように感じています。ま
た、自信をもって行動する姿や
チャレンジする姿等が見られる
ようになってきました。先生の声

17

変容

変容 変容

変容



子どもがつくり上げる学校行事

・子どもと「運動会」や「音楽会」などの学
校行事への思いを共有し、教師と子どもが
協働して内容を決定するとともに、異学年
との交流を重視した取組実施

Ⅴ 非認知能力の育成に資する教育活動での取組事例

行動指標の振り返りから授業改善

・「行動指標」を単元を通して意識し、毎時間の自
己評価を積み上げ、メタ認知につなげ、授業者
は、自己の授業をデータで振り返り、授業
改善につなげる

地域学習を基盤としたキャリア教育

・「ふるさと」について考え、まとめ、発表
してきたこれまでの学習を基盤に、地域企
業と連携し、地域の魅力を発信することを
目的とした新商品の開発・販売

「しなのきFinder」から学級や子どものよさを分析

・学級や個の特徴がより分かりやすくなるよう、
「しなのきFinder」の結果をレーダーチャー
 トとして可視化し、学級運営や授業改善につ
なげる

授業では、レーダーチャートの
凸凹を補えるグルーピングをし
たことで、グループワークが活
性化した姿がみられました。

先生の声

その日できなかったことを次回
にはできるようにしようと意識
しながら、繰り返し授業に取り
組むようになりました。

子どもの声

自分のアイデアが商品になり、
実際に販売できたことが嬉し
かったです。友だちと協力して
工夫する中で、挑戦する楽しさ
を学びました。

子どもの声

みんなが協力して１つのものを
作り上げると素敵なものができ
ることが分かりました。今後も
みんなと協力して学校生活をよ
り良いものにしたいです。

子どもの声
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変容 変容



支会が一体となって非認知能力の意識を統一

・支会が一体となって、「子どもへの接し
方」や「しなのきFinderを通した子ども理
解」の方法について学ぶ機会を設定し、中
学校区内において小中学校が共通の視点で
子どもを見取る力を育む研修

Ⅵ 非認知能力の育成に資する職員研修の取組事例

「しなのきピア・チャレ」で互いの取組を学び合う

・自校の取組を公開して助言を得ることで成
果や課題を客観的に捉え改善の方向性を明
確にするとともに、参観者にとっても実践
を参考に自校の取組の見直しや充実につな
げる研修

同僚の教師の授業のよさを紹介し合い授業力を向上

・非認知能力を意識した他学級の授業を参観
し、そのよさを校内職員研修においてポス
ターセッション形式で共有し、授業改善に
つなげる研修

「しなのきFinder」をもとに子どもの背景を読み解く

・「しなのきFinder」の結果と教師の見取り
との「ズレ」から子どもの背景を読み解き、
複数の教師で見合うことを通して子どもを
多角的に捉え、声掛けや面談のヒントにつ
なげる研修

同じ校区内で、共通した見取り方な
ど確認することで、小中学校が連携
した子ども支援ができると感じまし
た。

参観者からフィードバックと価値づ
けの言葉をいただくと同時に、全校
がお互いの実践にさらに興味をもつ
きっかけとなりました。

先生の声 先生の声

子どもの背景を丁寧に読みとく
ことで、新たな発見や見取り方
につなげることができました。
面談前に実施することが、効果
的だと感じています。先生の声

自ら動く子を起点に教員の学び
がつながり、教育観を共有でき
ました。主体的な教師の姿が子
どもにも好影響を与えていると
感じています。

先生の声
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Ⅶ 令和８年度に向けた取組の提案と市教委の支援

子どものよさを伝える対話
しなのきFinderの結果や日頃の教師の

子どもの見取りをもとに、子どものよさを
対話を通して伝えてみませんか。

キャリア教育を通して非認知能力を育成
社会の中で自立して生きる子どもを育て

るために、「新しいことに挑戦する力」等の
非認知能力を高めてみませんか。

子どもの願いや意見を取り入れた教育活動
主体的な生徒会・児童会の活動や、子ども

の意見を取り入れた授業や学校行事を通し
て、非認知能力を育んでみませんか。

単元を通して非認知能力の育成
１時間の授業の中だけでなく、単元を通し

て非認知能力を意識した授業を実践してみ
ませんか。

「しなのきFinder」をもとに子ども理解を深め、子どもの変容や支援の在り方を考えつづける

①US生について理解したいと思っていること

自己表現は少ないですが、冷静に周
囲を見ながら落ち着いて生活ができ
ています。夏休みの課題帳が破られ、
取り組まずに提出されており、理由
を聞きましたが具体的なことは口に
しなかったことが気になっています。

・結果を見ると、自分に自信がなく、
家でも認めてもらえていないか
もしれない。

・この子の目の前の姿を批判的に
決めつけず、まずは共感する。

・他教科で見られた姿を共有し、独
りよがりの子ども理解にしない。

②第1回「しなのきFinder」US生の結果

④第２回「しなのきFinder」US生の結果
③校内研修会で語り合った内容

US生の担任の先生の声

信州大学の茅野理恵教授から、保護者が非認知能力の重要性を
理解し、日常生活の中で実践できる具体的な方法についてご紹
介いただきました。教師にとっても参考になる内容ですので、ぜ
ひご覧ください。

しなのきFinderを活用した
親子の対話
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本人の思いを聞いたり、安心して過ごせる
環境づくりを意識しました。総合的な学習
の時間で外部講師の方に認められて自信を
もってきたところはあると思います。

US 生 の 話
を聞いたり、
活躍できる
場 を つ く っ
た り し て み
たいです。

単元を通した授業づくり支援します！

しなのきFinderの見方等の研修を支援します！

他校と授業公開を通した学び合い
互いの非認知能力育成の取組を、授業公

開や学校公開を通して参観し合い、自校の
よりよい取組へとつなげてみませんか。

ピア・チャレ！スクールを支援します！

他校の取組実践を紹介します！

地域企業等の講師派遣を支援します！

非認知能力の育成と
ウェルビーイングの実現



上記の二次元コ ード で

茅野先生( 心理の専門家)か

ら のアド バイ スがお聞き

いただけます！

お問い合わせ先　 し なのき Finder事務局　

　 　 　 　 　 　 　 　 一般社団法人青少年のための心理療法研究所

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 shinanoki-f inder@ j icap.org

　 　 　 長野市教育委員会事務局　 学校教育課

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 224‐ 5081（ 担当： 滝澤、 中村広）

子ども の非認知能力を育む土台と

なるのは、 大人の日常的な関わり によっ

て築かれる『 安心感』 です。 その鍵を握

るのが、 子ども 自身が『 自分は理解さ れ

ている』 と 感じ ら れるこ と 。

し なのきFinderをきっ かけに、 子ども の

言葉の裏にある思いや背景に耳を傾け、

心のつながり を深めてみませんか。

子ども の非認知能力を育む土台と

なるのは、 大人の日常的な関わり によっ

て築かれる『 安心感』 です。 その鍵を握

るのが、 子ども 自身が『 自分は理解さ れ

ている』 と 感じ ら れるこ と 。

し なのきFinderをきっ かけに、 子ども の

言葉の裏にある思いや背景に耳を傾け、

心のつながり を深めてみませんか。

信州大学

子ども の新たな一面がわかる!?
第２ 回目し なのき Finderの個別レ ポート が返却さ れまし た。

レ ポート はお子様が自身のこ と について尋ねた設問に対し て回答し た結果ですので、

「 評価」 ではなく 、「 お子様の状態」 を 観る も のです。

＼し なのきFinderをみるこ と で／

茅野 理恵

信州大学学術研究院教育学系　 教授

専門は学校心理学　 スク ールカ ウンセラ ーや教育センタ ー

教育相談等と し て、 子ども 、 教師、 保護者の支援に従事

子ども と どう 対話する!?
＼し なのきFinderを活用し て／

先生

ウェ ルビーイ ングや

スキルで低い項目はお

子様が上手く いっ てい

ないと 感じ ている 部分

かも し れません。

ウェ ルビーイ ングや

スキルで低い項目はお

子様が上手く いっ てい

ないと 感じ ている 部分

かも し れません。

日ごろ のお子様の様子と

比べて低い項目や比較的

低い項目があれば、 お子

様に「 何か心配なこ と が

ある の？」 等と 聞いてみ

てく ださ い。

日ごろ のお子様の様子と

比べて低い項目や比較的

低い項目があれば、 お子

様に「 何か心配なこ と が

ある の？」 等と 聞いてみ

てく ださ い。スキルタ イ プには、 本人

の回答を も と に強みや今

後の生活のポイ ン ト が載

っ ています。 子ども の一

面を みる 一つの例です。

スキルタ イ プには、 本人

の回答を も と に強みや今

後の生活のポイ ン ト が載

っ ています。 子ども の一

面を みる 一つの例です。

「 し なのき Finder」 は

子ども が自分の事につ

いての質問に回答し た

結果（ 自己評価） で

す。

「 し なのき Finder」 は

子ども が自分の事につ

いての質問に回答し た

結果（ 自己評価） で

す。

非認知能力の育成と

ウェ ルビ ーイ ン グの実現

し なのき Finderを

活用し た親子の対話
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